
令和２年度 あきたスマートカレッジ Ｄ講座報告

Ｄ１ 「あきた元気ムラ」の挑戦！ 参加者１３名

新型コロナウィルス感染拡大防止のために、開催を中止しました。

講師である地域づくり推進課の齋藤史佳氏には、その内容をＤ２＋Ｄ３講座とＤ６講座において

補足していただきました。

Ｄ２＋Ｄ３【現地学習】 五城目町で元気ムラを体感しよう 参加者１３名

盆城庵で学習しながら、昼食に清流の森レストランの定食をいただき、休憩時間には周辺の地域

資源を散策することもでき、地域の魅力をたっぷりと堪能しました。残念ながら、お互いさまスー

パーは土日休業のため、後日あらためて訪問してもらうことにしました。

Ｄ４ 秋田市観光案内人の活動から学ぶ、地域活性化とおもてなし 参加者２０名

次回Ｄ５講座の現地学習とのセットとし、座学での理解をより深められる講座としました。

また、受講者が居住する地域において応用し、活かしてもらえる学習内容でした。

Ｄ５【現地学習】 秋田市観光案内人の活動から学ぶ、地域活性化とおもてなし 参加者２０名

中嶋裕一氏と軽部俊一氏を講師に迎え、２グループに分かれて次のコースを散策しました。

エリアなかいち → 北都銀行本店 → 南大通り → 中通小学校 → 黒澤邸跡地 →

労働会館 → 市民市場 → アゴラ広場 → エリアなかいち

Ｄ６ 地域の達人！じっちゃん・ばっちゃんの挑戦 参加者１４名

あきた元気ムラＧＢビジネスの活動の他に、講師が個人的に取り組んでいる活動内容も紹介して

もらうことにより、受講者それぞれが地域で取り組む活動をイメージできる学習内容でした。

Ｄ７ 秋田県の今とこれから 参加者２１名

官・民・学あらゆる分野を経験している講師ならではの視点から秋田県の今を解説していただき、

これからの秋田県を受講者自身が考えることによって、講座全体の締めくくりとしました。


